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令和８年度 学校経営計画書 

 

学校番号 39 学 校 名 静岡県立静岡農業高等学校 校 長 名 新林 章輝 

 

１ スクール・ミッション 

静岡県中部地区の３系列、５学科を有する全日制農業科専門高校及び静岡県の農業教育中心校とし
て、「真実・自律・友愛」の校訓のもと、常に「生徒と共に、地域と共にある」ことを目標に、実践的
な農業教育を推進し、感謝の気持ちや思慮深さ、チャレンジ精神や創造力・想像力・実践力を持ち合わ
せた地域でリーダーシップが取れる人材の育成を目指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

「農こそは国のもとなり」の理念
のもと、知る力、活かす力、応え
る力を発揮できる人材を育成す
る。 
・ 心豊かな人間性と基本的生

活習慣を身に付け、求めて学
ぶ姿勢の育成 

・ 農業教育を基盤とした学び
と、各学科における専門的知
識と技術・技能の習得 

・ これからの社会を生き抜く
力と地域社会に積極的に関
わり、貢献するための資質・
能力の育成 

・ 充実した授業による基礎学
力保障とともに、実践的な実
験・実習 

・ 自己目標の明確化と自己実
現のための３年間を見通し
たキャリア教育 

・ 学びを生かすための積極的
な地域交流・地域貢献等の多
様な学びと体験の充実 

・ 本校の校訓及び教育目標に
共感し、地域社会に貢献する
高い志を持つ生徒 

・ 農業・環境・食品等に対する
興味・関心を持ち、主体的に
学ぶ生徒 

・ 基礎学力を有するとともに、
実験・実習等に積極的に取り
組む生徒 

 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 基本的生活習慣を確立するとともに、教養力を高め、心豊かな人間性を育む教育の推進と安

全・防災意識の高揚に努める。 

イ 求めて学ぶ姿勢を育て、農業教育を基盤とした学力向上と専門的知識・技術の習得とともに、

プロジェクト学習等の特色ある充実した授業により、魅力ある学校づくりを推進する。 

ウ 地域連携・地域貢献及び産学官等の教育活動を推進することで、コミュニティスクールとして

地域に信頼される学校を目指す。 

エ 学系及び学科、学年、分掌等の連携を推進し、生徒指導及び教育相談、キャリア教育等の充実

を図るための体制を構築する。 

オ 学校行事、部活動、課外活動等に主体的に取り組む生徒の育成を図る。 

  カ ＩＣＴ活用及びネットワーク等の環境整備・充実とともに事務処理等の効率化を図る。 

キ 経営計画に沿った教育活動の充実のために、良好な学習環境の整備・充実を図る。 

ク 農業科関連部門において、望ましい農業生産工程管理及び食品衛生等の管理を確立する。 

ケ 教職員の働き方改革に取り組み、ワークライフバランスを推進する。 

 

３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

 

 

１ 

 

 

 

 

豊かな人間性を育む教育と

安全・安心な教育活動の推

進  

 

 

・学校・家庭・地域が連携

した保健・相談活動及び

交通安全、災害発生を想

定した防災訓練等を機能

させ、関係機関等と連携

を図り安心・安全で充実 

・生徒会とＰＴＡ安全委員

が合同で行う街頭指導を

４回実施し、本部役員の

サポート等をする。 

・外部団体と連携した防災

訓練の実施。 

総務 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな人間性を育む教育と

安全・安心な教育活動の推

進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した教育活動を推進する。 

 

 

・定期的な登校指導、挨拶

運動を年間 20回以上実

施。 

・身だしなみ検査初回合格

率の全校平均 85％以上。 

 

・読書や芸術鑑賞等の体験

を通して豊かな知識、教

養を身に付ける。 

・朝読書の実施。 

・図書館だよりの発行。 

 

 

 

・朝食摂取率を高めること

で生徒の安全で活発な活

動に繋げる。継続的に指

導・呼びかけを行う。 

 

・新入生全員に対する１分

間カウンセリングの実

施。 

・スクールカウンセラーと

の連携。 

 

 

 

・全学年の生徒に対して学

校生活に関するアンケー

トの実施。（1，2学期） 

 

・相談室の常時開放。 

 

 

 

 

 

・５Ｓ活動を基本とし事故

防止や安全、衛生指導を

徹底した授業・実習環境

整備を行う。 

・地域防災訓練参加率 75％

を目標とする。 

 

・登校指導に関しては全職

員で取り組み、挨拶運動

は風紀委員が中心となり

計画的に実施。 

 

 

・全校生徒対象の芸術鑑賞

教室を９月に実施する。 

・年間貸し出し数を全校で

2400冊、一人当たり 4冊

以上。 

・図書館だよりを年 10回発

行する。 

 

・朝食摂取率年間平均 97％

以上。 

 

 

 

・学校生活を含め不安を感

じている新入生に対し

て、安心して高校生活を

送れるように早めに対策

を講じる。必要に応じて

スクールカウンセラーと

のカウンセリングを実

施。 

・体調面から心身の状態を

把握し必要な生徒には早

めに面談等を実施し見守

る。 

・平常授業日の昼休みは相

談室に必ず課員を在室さ

せ、相談したい時にいつ

でも相談できる体制を整

える。 

 

・関係法規を遵守し、日常

的及び年５回重点安全点

検を実施し、危険個所の

早期発見、安全確保を行

う。 

 

 

 

生徒 

 

 

 

 

 

図書 

 

 

 

 

 

 

 

保健 

 

 

 

 

教育相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

２ 

 

 

 

生徒の学ぶ意欲を高め、論

理的、科学的思考力の育成

と特色ある教育活動の展開 

 

・漢字テストと計算力テス

ト、英単語テストを年間

６回ずつ実施する。 

 

・学校の現状に対応した教

・基礎学力向上のため、漢

字、計算力、英単語テス

トを計画的に実施し、合

格者 90％以上とする。 

・全学年５クラスとなり、

教務 

教科 

 

 

教務 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の学ぶ意欲を高め、論

理的、科学的思考力の育成

と特色ある教育活動の展開 

 

 

 

 

育課程およびシラバス、

年間指導計画の作成と実

施、観点別評価の計画と

実施。 

・「主体的・対話的で深い学

び」を目指した授業を展

開するとともに、一人一

台端末を前提とした、Ｉ

ＣＴ活用教育をさらに推

進していく。 

・Ｃラーニングの活用を推

し進める。 

 

・学校農業クラブ活動を通

して、学校の特色を活か

し、地域に密着した実践

的で魅力ある教育活動を

展開する。 

教育環境の柔軟な対応

と、教育課程の見直しと

実践。 

 

・授業参観週間において、

ＢＹＯＤを含むＩＣＴを

活用した授業を年２回公

開する。 

・Ｃラーニングの職員研修

を 2 回以上実施し、職員

全体の理解を深める。 

 

 

・各種発表、競技会県大会

において複数入賞。 

・農業鑑定競技会全国大会

において入賞４件以上。 

 

 

 

 

研修情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

３ 
キャリア教育の充実と生徒

一人ひとりの進路実現  

・望ましい勤労観や職業観

を育成するため、３年間

を見通した進路ガイダン

スを、各学年で計画的に

実施する。また、進路に

関わる情報を、生徒と保

護者に計画的に発信す

る。 

・生徒が、希望や適性に合

った進路決定ができるよ

う、学年、学系、教科と

連携して支援する。 

・基礎力診断テストを実施

し、生徒が自ら学習到達

度を的確に把握させ、そ

の成果を進路実現に資す

るような指導を行う。 

 

・「目指す生徒像」に掲げる

力を農業教育の様々な場

面で発揮する。 

・学校評価アンケートの進

路に関わる項目におい

て、「あてはまる」と「や

やあてはまる」の割合が

75％以上。 

 

 

 

・就職、進学決定率 98％以

上。 

 

 

・外部講師による事後指導

を受け、生徒にフィード

バックをする。 

 

 

 

・「アグリマイスター顕彰制

度」申請者年 20人以上。 

・日本農業技術検定２級 

合格 10名以上。 

進路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 

 

 

 

４ 

学校行事、部活動、課外活

動等に主体的に取り組む生

徒の育成 

・学校行事、部活動等での

生徒の積極的な取組を学

校全体で支援する。 

 

 

・部活動県大会以上の壮行

会実施。 

・部活動の目標と活動成果

を共有する地域連携活動

の実施。 

・ＰＴＡと連携した教育講

演会の開催。50名以上の

保護者の参加。 

・静農祭催事協力の活性化。 

 

・生徒会の生徒が中心とな

り、選手の励みとなる壮

行会を催す。また大会の

結果を全校生徒で共有す

る。 

総務 

 

 

 

 

生徒 

生徒会 
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５ 

地域や産学官との連携・貢

献活動等による、農業高校

魅力化の推進 

・学校祭・農場販売で積極

的な地域交流を行う。 

 

 

 

・大学や産業界・行政機関

等地域と協力し、地域貢

献・地域連携活動を推進

する。 

・学習指導要領に基づき、

課題解決型プロジェクト

学習を推進する。 

 

・本年度も学校祭の一般来

場者を受け入れ、地域の

方々との積極的な交流を

目指す。 

 

・各学系・学科で講師招請

年 15回以上実施。   

現場見学、交流活動を各

学系で実施。 

・全ての専門科目において

端末（農業電子図書館等）

を活用したプロジェクト

学習を実践。 

生徒 

生徒会 

 

 

 

農業 

６ 
学校の情報化と校務処理等

の合理化推進 

・学校ホームページやＳＮ

Ｓを利用した活発な情報

発信を推進する。 

 

・学校行事等は、週１～２

回以上積極的にホームペ

ージにアップする。 

・ＳＮＳを個人情報保護に

配慮しつつ、適切かつ積

極的に活用する。 

研修情報 

７ 
教職員の働き方改革とワー

クライフバランスの推進 

・働き方改革に関する国・

県の取組を踏まえ、達成

可能な目標を設定する。 

・夏・冬休み期間に、休暇

取得促進日を設定し、

70％以上取得する。 

・入試期間に合わせた、セ

キュリティ解除厳禁日の

設定（計４日）。 

・定期テスト２日目に、定

時退勤日を設定。 

・毎日の勤務終了時間を 20

時までとし、80％以上退

勤する。 

総務 

８ 

教育予算の効果的運用と施

設・設備の計画的な維持管

理 

・学校経営計画に基づいた

効率的な予算執行。 

・法令を遵守した適切な会

計処理。 

・長期的視点を持った適切

な施設・設備の維持管理。 

 

・学校経営予算の執行率

95％以上。 

・監査、検査等での指摘件

数０件。 

・今日的な課題に対応する 

ための施設設備改修１件 

以上。 

事務 

（記入上の留意点） 

具体的な重点項目が外部の方にもわかりやすいよう、工夫して記載すること。 


